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概要
予算編成に関する議論の背景・過程・結果を理解

するには，複数の文書や表を参照する必要がある．
NTCIR-17 QA-Lab PoliInfo-4 のサブタスクの一つで
あるMinutes-to-Budget Linking (以下MBLink)では，
議会における予算審議に焦点を当て，ある予算に関
する発言に対して，関連する予算表のセルを紐づけ
るタスクを実施する．MBLinkは，議会会議録のよ
うな非構造化データから，表形式データの予算表
に含まれる特定のセルを紐づけることで，発言の
根拠となる数値をみつけ，予算増減の理由をわか
りやすく提供することを目指している．本稿では，
MBLinkのデータ形式，評価方法，アノテーション
方法について述べる．

1 はじめに
地方自治体の役割のひとつに予算編成がある．予

算は，首長により予算案が作成され，議会で審議さ
れた後に成立する．しかしながら，審議結果である
予算は，どのような背景に基づいて予算案が作成さ
れ，どのような議論を経て成立しているのかを把握
しづらい．予算作成の議論を理解するには，参照し
なければならない文書や表が数多く存在する [1][2]．
例えば，対象年度の予算は，前年度の予算と比較し
ながら，説明される [3]．特に，正確な金額を確認す
る場合には予算表を参照することになる．
小樽市議会における予算説明の例 (図 1も参照)� �
まず，歳入についてでありますが，市税につき
ましては，個人市民税，法人市民税などで減収
が見込まれるものの，固定資産税，都市計画
税などで増収が見込まれることから，2.7％，3
億 5,280 万円増の 135 億 7,350 万円を見込みま
した．� �

ここで，小樽市議会における市長の説明を例に，
予算に関する金額表現処理の難しさについて説明
する．上記の例にあるように，市長は「歳入」とな
る「市税」「個人市民税」「法人市民税」「固定資産
税」「都市計画税」の税収入の説明をしつつ，見込
み額を述べている．「市税」「個人市民税」などの額
は，文中に記載されていないものの，別の資料に記
載されており，予算表を参照することで，正確な金
額を確認できる．「135億 7,350万円」という金額表
現は，前年度の市税の「2.7％」である「3億 5,280
万円」の金額が増えることを見込んで計算された対
象年度の見積額である．
議会における発言は，予算編成の経緯が述べれる

こともあるが，予算関連の書類が配布されたことを
前提にしているため，詳細な数値や正確な金額が明
言されないこともある．このような場合には，予算
表を参照することで，金額や数値を確認することが
可能である．また，予算の増減額や割合について
も，予算表の金額と紐づけて，計算することができ
る．さらに，予算編成に至る経緯については，提案
された予算金額とともに，理由を加えて説明してい
ることが多い [3]．
そこで，本研究では，議会における予算審議の発
言と予算表の関連項目を紐づけるMBLink (Minutes-
to-Budget Linking)タスクを提案する．MBLinkの目
的は，予算の根拠となる金額を明らかにするとと
もに，どのような理由で予算額が決定したのか
を確認できるようにすることである．MBLink は，
NTCIR-17 QA-Lab PoliInfo-41）のサブタスクのひとつ
である [4]．NTCIR-17は，NIIが主催する評価型ワー
クショップであり，2022年 7月から 2023年 12月ま
で開催される2）．本稿では，MBLinkのデータ形式，
評価方法，アノテーション方法について述べる．

1） https://sites.google.com/view/poliinfo4

2） https://research.nii.ac.jp/ntcir/ntcir-17
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2 議会会議録と予算表
2.1 予算編成の流れ
自治体の予算は，次年度 (4月以降)に実現すべき

方向性を考えて，前年度の議会で決定される．予算
編成のおおまかな流れは，前年度の後半から始ま
る．最初に，次年度に実現すべき方向性を考えて，
組織内部の意思統一を図りつつ，予算編成方針が決
定される．予算編成方針に基づいて，各部からの予
算要求がある．それらの要求に対して，社会状況や
国の動向を踏まえ，要求内容の追加・変更が行われ
る．1月頃に，各部から要求された内容について査
定が行われ，予算案が公表される．2月上旬に開催
される第一回定例会に予算案が上程され，議決を受
ける．議会では，首長から予算案の説明された後
で，さまざまな観点から審議が行われ，予算案を可
決すべきか否かが決定される．

2.2 予算の説明箇所
首長による予算の説明箇所は，第一回定例会の 1

日目の冒頭に行われることが多い．例えば，平成 31
年 (2019 年) の小樽市議会3）の第 1 回定例会の議案
は「予算」と「条例」に分けられ，第 1号議案から
第 19号議案までが予算であり，第 20号議案から第
38号議案までが条例である．第 1回の本会議4）の冒
頭は，予算の提案から始まり，市長が予算の説明を
行っている．予算説明されている文は，２ページ程
度であり，35文であった．本研究では，首長が予算
を説明している発言に焦点を当て，関連する予算表
のセルと紐づける．

2.3 予算表の種類
前節で述べた通り，予算の審議は，第一回定例会

において行われ，首長による提案から始まる. 首長
は，予算関連書類に記載されている金額を根拠とし
ながら，説明することが多い．例えば，小樽市の予
算情報は下記の 8つの書類が公開されている [3]．

1)予算編成方針について
2)予算総括表
3)予算案のポイント
4)主要事業
5)部別要求額・予算額

3） https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2020112500241/

4） https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2020113000634/

6)ふるさと応援寄附金の使い道
7)予算書
8)予算説明書
梶らの調査 [3] によれば，予算情報は「予算総
括表」「予算案のポイント」「部別要求額・予算額」
「予算書」と対応づけられることが多い．予算総括
表は，一般会計，特別会計，企業会計に対する前年
度と今年度の予算額が記述されている表である．予
算案のポイントは，財政部が予算編成のポイントを
図や表を含めて説明した文書である．部別要求額・
予算額は，小樽市の総合計画に沿って，各事業に対
する予算額をまとめた表である．予算書は，一般会
計，特別会計，企業会計に分けて，歳入と歳出が表
として記載されており，約 40ページである．

3 Minutes-to-Budget Linking

3.1 目的
MBLinkの目的は，議会における発言と予算表の
数値を紐づけることで，根拠となる金額を明らかに
するとともに，どのような理由で予算額が決定した
のかを確認できるようにすることである．

3.2 データセット
MBLinkの入力，出力，評価方法を下記に示す．
入力 予算表 (HTML)

議会会議録 (HTML)
出力 会議録の発言と予算項目の紐付け (JSON)
評価 議会会議録から予算表への連結，および，

理由の有無についての評価 (F値)

MBLinkでは，議会会議録中のある文が予算表の特
定のセルの金額に関連するものであれば，その文
にそのセルの IDを付与し，さらにその文に予算の
主張に関する理由が含まれているか否かの判定結
果も付加する．入力は，予算表と議会会議録であ
り，HTML ファイルとして与えられる．与えられ
る HTMLは，図 1の例にあるように，IDが付与さ
れた HTML である．出力は，予算表に関連するセ
ルがあれば，議会会議録に含まれる文 IDと予算表
に含まれるセル ID を紐づけて，JSON ファイルと
して返す．また，理由が述べられている場合には
“containsReason” を “True” とする．評価は，議会会
議録から予算表への連結，および，理由の有無につ
いての性能評価として F値を用いる．
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図 1 市税について「対象年度」「前年度」の税収入を参照しつつ説明している箇所に対して，アノテーションする例

4 アノテーション
本節では，アノテーションの流れを説明する．

4.1 アノテーションの準備
自治体の公開している予算表は，PDFで公開され

ていることが多い．そのため，アノテーションを行
う前に，PDF から HTML へ変換する．HTML への
変換は，変換ツールとして ABBYY FineReader PDF5）

を用いて自動で変換した後で，下記の処理をするこ
とで，人手でデータ整形をしている．

1. 結合されているセルを分割する
2. 必要があれば，セル内で改行する
3. 余計なスペースを削除する
4. 明らかな文字認識の誤りを訂正する

4.2 対象データ
対象データは，小樽市，福岡市，茨城県の議会と

する予定である．現時点では，小樽市の 2019年およ
び 2020年の第一回定例会の市長の予算説明に関す
る発言を対象としてアノテーションを進めている．

• 2019年　第１回定例会　第１日目 6）

5） https://pdf.abbyy.com/

6） https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2020113000634/

file contents/r01-02.pdf

• 2020年　第１回定例会　第１日目 7）

予算表は，予算説明で参照されることが多い「予
算総括表」「予算案のポイント」「部別要求額・予算
額」「予算書」に含まれる表とする．

4.3 アノテーションの方法
アノテーションは，図 2の例にあるような独自で
開発したツールを用いて行う．アノテーションツー
ルは，左側に会議録，右側に予算表が見える状態に
なっており，予算に関する発言と関連のある表のセ
ルを紐づけることができる．梶らの調査 [3]と同様
に，予算編成の根拠となる「金額」「割合」「増減」
「参照」に着目したアノテーションが可能であり，
理由の有無も付与できることを確認した．

5 関連研究
5.1 テキストと表の連結
テキストと表を紐づける研究には，FEVEROUS

(Fact Extraction and VERification Over Unstructured and
Structured information) [5] がある．FEVEROUS は，
Wikipedia に記述された Claim(主張) の真偽を検証
するために，Evidence(根拠) を Wikipedia の表から

7） https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2020113000634/

file contents/02-01.pdf
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図 2 MBLinkのアノテーション画面の例

みつけるタスクである．例えば，Claimに「Roberto
Ficoは，総投票数の 57.6％で 57,119票を獲得しま
した．」と入力文が与えられた場合，表から投票数
が「61,819」であることをみつけ，Verdict(評決)とし
ては Refuted(反論)に分類する．
議会会議録と異なる言語資源を連結する研究は，

NTCIR-15 QA-Lab PoliInfo-2 の Entity Linking で行わ
れている [6]．Entity Linkingは，議会で議論されて
いる法律名，あるいは，条例名に対して，関連する
Wikipediaの記事と紐づけるタスクである．例えば，
「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関
する法律」という正式名称が会議録中に出てきた場
合，Wikipediaの「働き方改革関連法」という記事と
紐づけている．
他にも，NTCIR-16 QA Lab-PoliInfo-3 [7]には，予

算を対象にした議論マイニングとして，議会会議録
のテキストに含まれる金額表現を予算表と紐づける
Budget Argument Miningタスクがある [1][2]8）．しか
しながら，Budget Argument Mining は，議論ラベル
の分類に対する比重が大きく，会議録と予算表を紐
づける点に研究の余地がある．例えば，紐づける対
象が金額表現のみとされていたことや複数存在する
予算表のうち一つのみを対象としていたことによ
り，紐付けることが困難なこともあった．

5.2 表の理解
表構造解析に関する shared taskには，ICDAR 2013

Table competition [8]9）がある．Table competitionでは，

8） https://github.com/poliinfo3

9） https://iapr.org/archives/icdar2013/

2つの政府機関 (.europa.eu /.gov)の発行した文書 PDF
から表を収集したデータセットを作成している．
表の理解に関する研究は現在も注目されており，
国際会議 KDD21 では，表の理解に関するチュー
トリアルとして “From Tables to Knowledge: Recent
Advances in Table Understanding”が開催された10）．表
の理解には，表のタイプ分類 [9]，表のエリア抽
出 [10]，表の意味構造の解析 [11]，セルの表記統一
などの課題がある．

NTCIR-17 Understanding of non-Financial Objects in
Financial Reports（以下，UFO）11）では，有価証券報
告書を対象として，表形式のデータや文書から構造
化情報を抽出する技術を開発することを目的とした
タスクが提案されている [12]．UFOタスクには 2つ
のサブタスクとして，表データ抽出 (TDE; table data
extraction)サブタスク，ならびに，テキストと表の
関係抽出 (TTRE; text-to-table relationship extraction)サ
ブタスクがある．

6 おわりに
本稿では，議会における予算審議の発言と予算表
の関連項目を紐づける MBLinkタスクを提案した．
また，MBLink のデータセットの形式，アノテー
ションの方法について述べた．
今後は，NTCIR-17 QA-Lab PoliInfo-4のサブタスク
として，MBLinkを進めるとともに，有価証券報告
書を対象にした NTCIR-17 UFOタスクとの連携も考
えている．

10） https://usc-isi-i2.github.io/KDD21Tutorial/

11） https://sites.google.com/view/ntcir17-ufo
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